
●研究発表要 旨

ダ ン スの 指 導 にお け る一 考 察 (1)

-指 導 者の 言語 より-

大 島 敏

佐々木 昌 代

ダ ンスの指 導 にお いて 身体 活動 を媒体 として表現

性 や 創造 性 を伸 ばす 必要性 は周 知 の とお りで あ る。
一方 「教 育 にお け る言語 の機能 と意 義 を問 い正 す必

要 が あ る」(1)とす るBollnowと, 身体 に よる表現 を 「'動

きの言語"と して動 きは 限 りない言 語 で あ り'こ と

ば〃か らな る言語 よ りは るか に大 きい」(2)乏す るPres-

tonを 考 え合 わす 時, 教 師 の言 語 は学 習者 に無 限の
"動 きの 言 語"と して創 造 され表 現 され 得 る ため, 

その重 要 さは意識せ ざ るを得 ない。 しか し, 実 際に

学 習 者 に対 して, どの よ うに, どん な方 法 で進 め る

か は指 導 者 に一任 され て い る。

学 習の場 に おけ る 「言 語」はnonverbal communi-

cationを 含 め る と

・指導 者 の

verbal communication, nonverbal communication

・学 習者 の 〃 〃

の4つ の相 互作 用が 考 え られ るが今 回は高 等学 校 の

ダ ンス指導 者 のverbalcommunicationを 手 がか りに

分 析検 討 し、 その過程 を明 らか にす る と ともに今後

の研 究 の指 針 を得 よ う とす る もので あ る。

<方法>

・授業のねらいと流れ

・BalesのI. P. A. ・communication pattern

・指導言語の時間系列 ・抽出言語

〈研 究 結果 と考 察〉

表1は 指導 案 では な く, 収録 した指導 言 語か ら何

をね らい どの よ うな運 び で授業 を進 め たか につ いて

ま とめ た もので あ る。(表1・ 次 頁)

個 人 の特性 を持 ちなが ら一つ の流 れ の意 図の もと

に進 め られ, 観 る を含 ん で時間 内 で ま とめ て いる。

いず れ も舞 踊要 因 も し くは作 品づ く りをね らい とし

て い る。 作 品づ く りを除 き個 人で動 く場 面(個, G')

が 多 く, それ は は じめ, なかの段 階 の動 きを広 め た

り深 め た りす る とこ ろで ある。

総 言語数(表2), 収録 言語 を息、の切 れ 目で分 節 し

た結果 で最 高869語, 最低491語(平 均661語)で あ る。

バ レー ボー ル の授業 で は334語 か ら61語(平 均228語)

(4)
と報告 されて い るこ とか らダ ン スの授 業 におけ る指

導 言語 は非 常 に 多い とい え る。 また4D. プ ロフ ィー

ル のA, B, C, DとN(分 類不 可)で はB, Cの 値, 特 に

Bの 値 が高 くDは 殆 ん どみ られ な い。 つ ま り課題

特 に正 の課題 領 域 に志 向 し 「示唆 を与 え る」「オ リエ

ンテー シ ョンを与 え る」 等が 多い こ とが わか る。

〈ベイルズの相互作用過程分析 のカテゴ リ-体 系〉

社会的 ・感情

的領域(正)

課 題 領 域

(中立)

社会的 ・感情

的領域(負)

a コミュニケー ションに関する問題

b 評価 に関す る問題

c 統制 に関する問題

d 決定に関する問題

e 緊張 ・弛緩 に関する問題

f 統合過程に関す る澗題

表2. 総 言 語 数, 4Dプ ロフィール, コミュニケーションパターン

Ｏ-最 高値 △-最 低値

w-全 体 に対 して発言 されている言語

g-グ ループに対 して発言されている言語

i-個 人に対 して発言 されてい る言語

s-教 師 自身に対 して発言されている言語
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表1. 指導言語か らみた授業のね らい と流れ

・S, M, ……, K-指 導者を示す

1, 2, ……, 11-収 録回数 を示す
・→ あ り 前後 にかかわりがある

・ → なし 前後 にかかわりがない

・個 一 個人で動 く

G' -内 容的に個 と同意

G -グ ループで動 く

・ ・連 の動 き-た とえば 「走 って跳 んで転 が る」と, は じめか ら, 

つ なが った動 き として与 えてい る場 合

走 る -た とえば, は じめ に 「走 る」 とだ け与 えて, 速 度

伸 び -縮 み や空 間 などを加 えて い る場合
・観 る -み せ 合 い, 直 し合 い, 鑑 賞 な どを一括 して示す

つな ぐ -い くつか あ る動 きを, 順 番 に1つ にかた め る場 合

ま とめ る -い くつか あ る動 きを, 繰 り返 した り, 縮 めた り, 

入 れか えた りなど して, 1つ にかた め る場 合
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4D. プ ロフ ィール(図1)は 表2に 示 した個 々 の授

業 の結果 を単 元 の位 置 に よ って, は じめ 一 なか 一お

わ りとして平 均 した もの で あ る。 いず れ もBalesの

実 験集 団の平 均 プ ロフ ィー ルに比 べ, 特 に正 の課 題

領 域 に志 向 して いる。 これ は今 回指 導者 のverbal

communicationに 限 っ たため で先 に示 した4つ の相

互 作用 を合 わせ ればBalesの そ れに近 づ くので はな

いか と思 われ る。

コ ミュニ ケー シ ョンパ ター ン(表2図2)に つ いて は

一例 を除 いてwが50%以 上 を しめ(平 均79%)て い

る。 つ ま り全体 に対 して発 言 され る言語 の割合 が高

く, その内容 をみ る と 「フ ァ～と 伸 び て クル クル ク

ル」「下 の方か ら光 が差 し込 んで来 た らど うするか な」

等個 々 の学習 者 な りに捕 え, 表 わす こ とが 出来 る言

葉 が 多い こ とか ら, 指 導者 は 本来学 習者 一 人 ひ と り

に言 うべ きところを共 通 な言葉 を全 員 に なげ かけ て, 

個 々の動 きや 考 え を引 き出 そ うと して い る と思 わ れ

る。

指導 言語 に よる活動 状況(図3)は 「は い ど うぞ」
「は いや め て 」 といった始 め終 わ りの合 図の 言葉 に

よ り指導 過程 の 時間系 列 をみ た もの であ る。「作 品 に

ま とめ る」段 階 で長 く, その他 で は断続 的 な傾 向が あ

る。 これ を百 分率 で み る と動 か そ う としてい るが20
～79%(M49%), 観せ 合 い その他 が7. 2～59%(M

16. 3%), 説 明 は13～51.4%(M34. 7%)で あ る。

抽 出言語(表3)は 学 習者 の個 々の動 きを広 め深め

る時動 きの 引 き出 しが特 に重要 な こ とか ら動 きを引

き出 してい る指導 言語 を抽 出 し, 直接 的 表現 的, 直

接 的 非表 現 的, 間接 的表 現的, 間接 的非表 現 的の観

点か ら分 類 した もの で あ る。(表3は 次 頁)運 動 や感

じを擬 声 ・擬 態語 の 速度 や強 度 に よって 引 き出 そ う

とす る分 野 を表現 的 と し, 運動 や 感 じをダ ンス用 語

に よっ て引 き出 そ う とす る分 野 を非表 現 的に 区分, 

更 に運動 が具 体 的 に示 され てい る もの を直接 的, 運

動 を感覚 と して捕 え させ る もの を間接 的 とした。4

分 野 と も動 きを引 き出 し得 る要 素 を含 み 表現性 は勿

論, 工 夫 し, つ くり, 選 択す る とい っ た創 造 活動 に

繋が る。 故 に指 導者 は常 に ダ ンス要 因 を踏 まえ た上

で学 習者 に 共通 に, 早 く動 き と して表 現 出来 る引 き

出す た めの 言葉 を考 え る必要 が あ る。 正課 体育 に関

す る調 査(5)におい てダ ンス ・表現 運動 を教 えに くい

(59.6%)と す るそ の理 由に 「動 きの 引 き出 し方が わ

か らない」 とす る者 が 多か った 点 で も今 後 の検 討 を

要す る。

以上 か ら

・ダ ンスの授 業 で は言語 数が 多 く, BalesのI. P. A.

では正 の 課題領 域 志 向で あ ったが, 数 量 とと もに

内容 す なわ ち質 の検 討 を行 な う必要 が あ る。
・全 体 に対 す る共通 の発 言 がみ られ たが, これ は学

習者個 人 の動 きや考 え を大切 に し よ うとす るため

と思 われ る。

・ダ ンスの授 業 に おい ては, 動 きを引 き出す指 導 言

語 が重 要 な役 割 を果 たす と考 え, 4つ の分 類 を試

み た。 今 後 この方 向 で引 き出 しにつ いて研 究 を進

め たい。

注1 Bollnow, O. E著 森田孝訳 「言語 と教育」川島書店」975 p 1
注2. Preston, V著 松本千代栄訳 「モダンダンスのシステム」

大修館書店, 1976p. 6
注3. 表(ベイルズの相互作用過程分析のカテゴリー体系)参照

注4. 小林養子 「体育の指導過程における指導者の言語的コミ
ュニケーション」福井大学教育学部卒業論文

注5. 昭和54年6～9月。 実技研究会参加者について実施

(福井県小学校教諭, 中・高校体育指導者 女子104名)
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図3. 指導言語による活動状況

説明 している場面

□ 話し合いをさせている場面

■ 動かそうとしている場面

■ 観せ合いをさせている場面
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表3. 抽 出 言 語 (例)
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